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新
聞
連
載
小
説
で
よ
み
が
え
る
忠
政�

石

の

記

憶�

―
君
は
忠
政
に
逢
え
る
だ
ろ
う
か
―�

み
ん
な
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル�　

築
城
４
０
０
年
記
念
を
機
に
美
作

全
域
か
ら
集
ま
っ
た
キ
ャ
ス
ト
が
、

津
山
城
の
石
垣
を
舞
台
に
し
た
冒
険

物
語
を
熱
演
し
ま
す
。�

�

と
き
　
10
月
31
日
（
日
）

　
昼
の
部
　
午
後
１
時
30
分
開
演

　
夜
の
部
　
午
後
６
時
30
分
開
演

と
こ
ろ
　
津
山
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　
一
般
１
、
５
０
０
円
（
当

日
１
、
８
０
０
円
）
、
４
歳
〜
高

校
生
８
０
０
円
（
当
日
１
、
０
０

０
円
）
、
親
子
券
（
親
子
１
人
ず

つ
）２
、０
０
０
円（
当
日
券
な
し
）

※
無
料
託
児
あ
り
（
予
約
要
）

入
場
券
販
売
所
　
津
山
城
築
城
４
０

０
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
事
務

局
（
市
役
所
２
階
）
、
グ
リ
ー
ン

ヒ
ル
ズ
津
山
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、

津
山
文
化
セ
ン
タ
ー
、
ベ
ル
フ
ォ

ー
レ
津
山
ほ
か

　
森
忠
政
を
主
人
公
と
す
る
連
載
小
説

が
11
月
か
ら
２
５
０
回
の
予
定
で
山
陽

新
聞
に
登
場
し
ま
す
。
築
城
４
０
０
年

記
念
で
脚
光
を
浴
び
て
い
る
忠
政
の
人

物
像
や
功
績
が
物
語
で
再
現
さ
れ
ま
す
。�

か
つ
て
津
山
城
が
あ
っ
た
鶴
山
公
園�

　
　
少
年
ケ
ン
は
謎
の
巨
大
な
白
フ
ク
ロ
ウ
に
誘
わ
れ�

　
　
　
　
不
思
議
の
世
界
へ
入
り
込
む�

　
　
　
　
　
　
こ
の
世
と
あ
の
世
の
境
目
で
ケ
ン
が
見
た
も
の
は
…�

第３回ひと・ふれあい講演会�
とき:11月７日（日）午後１時30分～３時　ところ:グリーンヒルズ津山リージョン
センター　演題:みんなの命 輝くために　講師:大谷昭宏さん（ジャーナリスト）
参加費:無料　問い合わせ先:市教委社会教育課332-2119へ

作者プロフィール�

皆木和義さん�

戦
国
武
将
　
森
忠
政�

11
月
初
旬
ス
タ
ー
ト�

　勝央町生まれ。早稲田大学法学部卒。
経営コンサルタントとして活動する
傍ら、気鋭の作家として文筆業に従事。
少年時代より宮本武蔵にあこがれ、
歴史の研究を始める。また、経済界
のさまざまな研究会や勉強会などの代表世話人を務めるなど、
財界に広い人脈を持つ。著書には「武蔵の学習力」「稲盛和
夫と中村天風」「ＭＢＡビジネスプラン」など多数。現在「日
経ベンチャー」に小説「楽土の商人」を連載中。

皆
木
和
義
・
作�

上
村
真
未
・
画�

あ
ら
す
じ

　
あ
る
少
年
が
強
烈
な
夢
を
描
い
た
。
将
来�

は
、
天
下
に
名
だ
た
る
名
君
に
な
り
た
い
と
。

14
歳
だ
っ
た
。
決
意
し
た
朝
、
墨
跡
鮮
や
か
に

「
名
君
夢
飛
翔
」
と
書
い
た
。
そ
の
名
を
森
忠

政
（
後
の
津
山
藩
主
）
と
い
う
。
最
愛
の
兄
の

長
可
を
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
で
亡
く
し
た
翌

朝
だ
っ
た
。
忠
政
は
、
織
田
信
長
の
有
力
武
将

で
美
濃
金
山
城
主
・
森
可
成
の
６
男
だ
っ
た
が
、

父
も
兄
も
す
べ
て
戦
死
し
て
い
た
。
兄
に
は
、

本
能
寺
の
変
で
織
田
信
長
と
い
っ
し
ょ
に
討
ち

死
に
し
た
森
蘭
丸
ら
が
い
た
。

　
た
っ
た
ひ
と
り
に
な
っ
た
忠
政
が
、
多
く
の

家
臣
と
と
も
に
、
戦
国
の
激
動
の
世
を
い
か
に

し
て
乗
り
越
え
、
美
作
18
万
６
、
５
０
０
石
の

国
主
大
名
（
太
守
）
に
な
っ

た
の
か
。
豊
臣
秀
吉
、
徳
川

家
康
・
秀
忠
・
家
光
と
ど
う

渡
り
合
っ
た
の
か
。
忠
政
の

名
君
へ
の
夢
路
が
、
信
長
、

秀
吉
、
徳
川
三
代
と
の
絡
み

合
い
を
通
し
て
描
か
れ
る
。�

名
君
の
門

名
君
の
門�

築城４００年だより�

い
ざ
な�

津山城築城４００年記念事業推進室332‐2023平成16年（2004）は津山城築城４００年�

な
が
よ
し�

よ
し
な
り�


